




















でない 8 編目の物語を加えるのかという疑問を抱いていたという 3。
1 Charles Perrault (1628-1703), Histoires ou contes du temps passé, avec des moralités, 1697.
2 Émile Montégut, « Des fées et leur littérature en France », Revue des deux mondes, mars / avril 1862, 
p. 667-668 ; Jeanne Roche-Mazon, « De qui est Riquet à la houppe ? », Revue des deux mondes, juillet / 
août 1928, p. 409-410.
3 ソリアノは、物語の教
モ ラ リ テ
訓に含まれる「この作品の中にあるのは／つくりばなしというよ
りは真実そのもの」という言葉もこの説を誘引していたと指摘している。Marc Soriano, Les 

















それぞれの出版年（『イネス』は 1696 年 5 月で『過ぎし昔の物語』は 1697 年 1 月）
からだけでなく、ペロー版『リケ』のテクスト内部に見られるいくつかの不備の問
題や、『イネス』発表当時のベルナール嬢を描いたとみられる短編『バヌヴィル夫






4 Bibliothèque de campagne, ou amusemens (sic) de l’esprit et du cœur. À la Haye, J. Neaulme, 1735-
39, 12 vol.
5 Inès de Cordoue : nouvelle espagnole. Paris, Martin Jouvenel et George Jouvenel, 1696.


























クス 12 で 500番に分類される物語群に関係づける可能性を示唆したのである。「援助
9 [Charles Perrault, Abbé de Choisy, ], Histoire de la petite marquise de Banneville, Mercure galant, 
septembre 1696, p. 85-185 ; Catherine Bernard, Inès de Cordoue, éd. Franco Piva, Œuvres, Schena-
Nizet, 1993, tome 1, p. 347 et note. 8.
10 Ibid., p. 427-430.
11 Paul Delarue et Marie-Louise Ténèze, Le Conte populaire français. Catalogue raisonné des versions 
de France et des pays de langue française d'outre-mer, Maisonneuve et Larose, Paris, 1997 (1957-1985), 
4 vol. 
12 フィンランドの民俗学者アンティ・アールネが 1910 年に作成したタイプ・インデックス
にアメリカの民話学者トムソンがヨーロッパからインドにかけての民話のデータを増補して
完成させた『民話の類型』。本稿が参照するのは次の版である。Antti Aarne, Stith Thompson, 
The types of the folktale : a classification and bibliography, Antti Aarne’s Verzeichnis der Märchentypen 
(FF Communications No. 3) Translated and Enlarged by Stith Thompson, Indiana University, « FF 
Communications No. 184 », Second Revision, Helsinki 1987 (1961). 本稿では通例にしたがいタイ
プ ･インデックスのこのヴァージョンを FFC 184 と略記し、本分類法自体を AT と表記する。
324
者の名前」というテーマで括られるこの物語群の例として、テネーズはニヴェル
ネ地方で採取された物語 « Ricabert-Ricabon »「リカベール＝リカボン」を挙げてい






















13 Marie-Jeanne Lhéritier de Villandon, 1664-1734. Ricdin-Ricdon, dans La Tour ténébreuse et les jours 
lumineux, 1705, in Mademoiselle Lhéritier et al., Contes, Édition critique établie par Raymonde Robert, 




14 Marie-Louise Ténèze, op.cit., t. II, p. 214. 
15 Perrault et al., Contes merveilleux, éd. Tony Gheeraert, Honoré Champion, 2005, p. 43-45. 
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ズの詩のコンクールでは、1691 年、1692 年、1696 年に優勝したほか 21、1698 年に
はパドヴァのリコヴラッティ・アカデミーのメンバーにフランス人としては 8 人目
17 Ibid., p. 193.
18 Raymonde Robert, « Notices », Mlle Lhéritier et al. Contes, éd. Raymonde Robert, Honoré 
Champion, 2005, p. 18-19.
19 アンリ・バナージュ・ド・ボヴァル（Henri Basnage de Beauval, 1657-1710）は、ピエール ･ベー
ルの『文芸共和国便り』の後を継いで学術書の情報誌 Histoire des ouvrages des savants（1687-
1709）を発行するかたわら、フュルチエールの辞典を大幅に増補 ･改訂してトレヴー辞典の基
礎を作った碩学である。一方、ペローとフォントネルは「新旧論争」の同志であり、1686 年
にはペローがフォントネルに書簡詩（Le Génie. Épître à Monsieur de Fontenelle, 1686）を贈って
コルネイユとフォントネルを称えていることから、ベルナール嬢がフォントネルを介してペ
ローに出会った可能性も考えられる。
20 セヴィニエ夫人宛クランジュ夫人の手紙（1694 年 11 月）によれば、ベルナール嬢は社交
界に溶け込んで頬紅や付けぼくろなどをし、さかんに詩を発表して話題になったが、生活は
苦しく、スカートも新調できない状態だったという。Cit. Roche-Mazon, art. cit., p. 416；Franco 
Piva, « À la recherche de Catherine Bernard », Catherine Bernard, Œuvres, éd. cit, tome 1, p. 41-42.
21 Antoine François Delandine, Couronnes académiques, ou Recueil des prix proposés par les sociétés 

















500 番「援助者の名前」とは、魔法物語 300-749 の中でも「超自然的な援助者」









22 Roche-Mazon, art.cit., p. 415.
23 本稿の脚註 29 を参照のこと。
24 FFC 184., p. 167-168.
328
以上の要素を 3 編の物語と比較すれば明らかなように、AT 500 に対応すると言え



























不可能な任務 × × ○ ○
援助者との取引 ○ ○ ○ ○
援助の内容 才知を授ける 才知を授ける 糸紡ぎ 糸紡ぎ
名前を言うという条件 × × ○ ○
忘れること △約束を × ○名前を ○名前を
地下世界への言及 ○ ○ × ×
援助者の運命 ヒロインと結婚 ヒロインと結婚 撃退される 撃退される
美醜・賢愚のテーマ ○ ○ × ×
ハッピーエンド ○ × ○ ○
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した仕方でテーマを設定したとは考えにくい。
　実際に、17 世紀末から 18 世紀にかけて書かれた妖精物語の中には、一つの昔話
をもとに競い合って書かれたような物語が多数存在する。レリティエ嬢の『雄弁の























25 « Avertissement » dans Les Malheurs de l’amour. Première nouvelle. Eléonor d’Yvrée (Paris, 1687), 
éd. Franco Piva, t. 1, p. 177.
26 第 2 作目は 1689 年の『アンボワーズ伯爵』である。ベルナール嬢はこの短編の序文でも愛











の第 1 発表者を決めるくじ引きが行われ、1 番を引いたイネスは、発表に向けて準
備の時間を与えられる。そして翌日、『バラの木王子』を披露し、2 日目は彼女の
競
ラ イ バ ル
争相手エレオノールが『とさか毛のリケ』を発表する。『イネス』に含まれるこ














27 Inès de Cordoue, éd. Piva, t. 1, p. 347









































30 Luc Fraisse, « Entretien avec Sylvain Menant », in Luc Fraisse (dir.), Séries et variations. Études 

































31 Article « gnome », Grand Robert de la langue française.
32 ボシュエはグノーシス主義を論じるその論文『新神秘派の伝承』の中で、 « gnose » という
語を多用し、たとえば「キリスト教的美徳の実践的で完璧な認識」（p. 589）、あるいは単に
「知識」（同所）と説明している。J. Bénigne Bossuet, Tradition des nouveaux mystiques, Œuvres, 
Liège, 1768, t. 16, p. 589. 
33 Mlle Bernard, Riquet à la houppe, Contes, éd. Raymonde Robert, Champion, 2005, p. 287 ; éd. 





























34 Éd. Robert, p. 288 ; éd. Piva, p. 359.
35 Éd. Robert, p. 289 ; éd. Piva, p. 360.









ジ ュ ・ ヌ ・ セ ・ コ ワ
んだかわからないもの





ジ ュ ・ ヌ ・ セ ・ コ ワ
んだかわからないものである。コルネイユ。そしてその結果は恐ろしいものであ
る。このな













ジ ュ ・ ヌ ・ セ ・ コ ワ
んだかわからないもの」であった 39。残念ながらこの演説のテクストは現存しな
いため、詳しいことはわからないが、当時の知識人が、言葉で言い表せないもの、
37 Blaise Pascal, Pensées, éd. Michel Le Guern, Gallimard, « Folio classique », p. 242-243.
38 Pierre Corneille, Médée, 1635, acte II, scène V.
39 Cf. René Kerviler, J. Ogier de Gombauld, 170-1666 : étude biographique et littéraire sur sa vie et 































号（2012）, p. 1-39 ; Mami Fujiwara, « Une lecture de La Belle et la Bête selon la Carte de Tendre », 












































ジ ュ ・ ヌ ・ セ ・ コ ワ
んだかわからないもの」に魅了され、その結果、リケに対して「非常な
















43 Madeleine de Scudéry, Clélie, histoire romaine (1656-1660), éd. Chantal Morlet-Chantalat, 
Champion, 2004, t. 1, p. 113.




































えた Tendresse の理想を具象化している。そのような物語が 3 番目に加わることで、
連
セ リ ー
作としての『リケ』は明確な仕方で「恋愛地図」のロジックへと回帰するのである。
＊
＊　　　　　　＊
　連
セ リ ー
作のしるしはそれとはっきりわかるように現れるもので、それらのしるしがテ
クストの意味を方向づけ補完するとシルヴァン・ムナンは述べている。ソリアノや
ゲラエールは『リクダン＝リクドン』を 2 編の『リケ』に関係づけたが、そこに
連
セ リ ー
作としての連続性が成立しないことは、もはや言うまでもないだろう。3 番目の
テクストとしてふさわしいのは『リクダン＝リクドン』ではなく『スピリチュエル
王子』である。先行作品から半世紀も後に書かれたこの物語は、連
セ リ ー
作のしるしを誰
の目にも明らかなかたちで示すだけでなく、『とさか毛のリケ』にある恋愛地図の
ロジックを再発見させることにより、テクストの意味をあらたに方向づける。とり
わけ『スピリチュエル王子』ではじめて現れる「感謝にもとづくタンドル」のテー
マは、2 編の『リケ』に共通する「敬意にもとづくタンドル」との対照によって、
3 編が恋愛地図のロジックの中にあることを明示するのである。
　3 編のテクストを別々に読むだけではよくわからないが、それらを連続性のうち
にとらえると、互いの意味が補完され、中心にあるものが見えてくる。同様のプロッ
トを自由に変奏するそれらのテクストは、それぞれの道筋を「恋愛地図」の中にた
どることでスキュデリー的恋愛談義に応答し、同時にそれぞれが互いに問題を提起
し合い応答し合うのである。スキュデリー嬢の土曜会で始まった「恋愛地図」をめ
ぐる議論は、『クレリー』という作品の中で展開され、レリティエ嬢のサロンに受
け継がれ、その常連ベルナール嬢やペローの作品に具象化されただけでなく、読書
をとおしてヴィルヌーヴ夫人やボーモン夫人のような 18 世紀人にも伝えられた。
こうして出会うはずのない作家たちが、書物をとおして世紀を越えた仮想討論会を
繰り広げる。ベルナール嬢の『とさか毛のリケ』とペローの『とさか毛のリケ』、そ
してボーモン夫人の『スピリチュエル王子』はまさにこの討論会の産物なのである。
